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二
〇
〇
六
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会

お
よ
び
懇
談
会
が
、
六
月
十
日
（
土
）
に

三
の
丸
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
七
十
名

の
卒
業
生
が
一
同
に
会
し
ま
し
た
。

総
会
は
池
田
正
則
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
学
長
で
あ
る

髙
木
勇
夫
名
誉
会
長
よ
り
「
今
ま
で
持
っ

て
い
た
知
識
や
ス
キ
ル
が
短
い
期
間
で
陳

腐
化
す
る
大
変
革
の
時
代
で
す
。
ぜ
ひ
常

磐
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

新
し
い
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。」
と
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
い
て
議
長
指
名
、議
事
へ
と
進
行
し
、

事
業
報
告
、
決
算
・
監
査
報
告
、
入
会
状

況
報
告
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
の
決
議
で
は
、
事
業

計
画
案
、
予
算
案
に
係
る
同
意
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
、
議
事
は
終
了
し
、
総
会

は
閉
会
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
常
磐
大
学
副
学
長
の
柄

澤
行
雄
先
生
に
、「
常
磐
大
学
が
ま
す
ま
す

発
展
す
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
力

を
今
ま
で
以
上
に
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
。」

と
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
濱
田

常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
・
懇
談
会
開
催

敏
郎
先
生
、
鈴
木
康
平
先
生
、
波
多
野
勝

先
生
、
佐
藤
守
弘
先
生
、
阿
部
昌
信
先
生
、

井
上
繁
先
生
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

東
京
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
人
間
科
学

部
第
十
九
期
卒
の
小
口
翔
一
さ
ん
は
「
常

磐
大
学
は
、
自
分
に
と
っ
て
は
思
い
出
深

く
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
ゼ
ミ
の
阿
部
昌
信
先
生
に
鍛
え
ら
れ

ま
し
た
。」
と
当
時
を
懐
か
し
ん
で
話
し
て

2005年度　常磐大学同窓会事業報告

１．学生支援事業
内　容　大学行事への祝金支出（学園祭への援助

金）（2005年10月）
インターネットカフェ・ラバッツァへカウンター
テーブル、イスを設置（2006年2月）

２．2005年度常磐大学同窓会総会および懇談会の開催
開催日：2005年6月11日（土）
場　所：常磐大学同窓会館
内　容：総会〈参加人数　64名〉

【報告】2004年度事業報告、決算報告、入会状況
【議案】2005年度事業計画、予算案の協議
総会終了後、懇談会を開催〈参加人数　76名〉

３．幹事会の開催
内　容 5月：2005年度事業報告、2005年度決算について　等
 7月：2005年度常磐大学同窓会総会報告　等
 3月：2006年度事業計画、2006年度予算について　等

４．卒業生の個人情報管理
内　容　氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、
 ゼミナール、サークル等
時　期　随時更新

５．同窓会会員への大学情報の発信
内　容　同窓会会報「ときわの風」を創刊し、同

窓会会員へ送付
時　期　創刊号（7月20日発行）、第2号（1月31日発行）

６．常磐大学同窓会ホームページ維持および管理
内　容　総会開催模様の掲載、異動情報受付　等

以　上

2006年度　常磐大学同窓会事業計画

月 事　業　内　容

4

5 幹事会（前年度決算報告、前年度事業報告）

6 総会

7 同窓会会報（第3号）発送
卒業生状況調査

8

9

10 幹事会　　　学生支援事業（学園祭援助）

11

12

1 同窓会会報（第4号）発送

2

3 幹事会
（次年度予算案承認、次年度事業計画案承認）

その他
１）学生支援事業
２）卒業生の個人情報管理
３）常磐大学同窓会ホームページ維持・管理

（補足）
1．同窓会会報には、総会の議決内容・報告内容を掲
載する。
2．単年度名簿の発行及び発送は、個人情報保護法の
完全施行に伴い、2005年度と同様に今年度も見合
わせる。
3．7月に行う卒業生状況調査では、同窓会活動につ
いての周知と入会の促進のために非会員の方にも発
送する。

2006年度　常磐大学同窓会予算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

会費収入 15,720,000 16,000,000  △ 280,000 
2006年度入会者
　（新卒781名＋既卒5名×20,000円）

事業収入 140,000 140,000 0 懇親会会費収入（70名×2,000円）

雑収入 250,000 250,000 0 預金利息等

小　　計 16,110,000 16,390,000  △ 280,000 

前年度繰越金 75,467,011 61,927,101 13,539,910 

合　　計 91,577,011 78,317,101 13,259,910 

支出の部 （単位：円）

項　　目 本年度予算額 前年度予算額 差異額 備　　　　考

人件費支出 20,000 20,000 0 総会補助等

消耗品費支出 163,000 225,000  △ 62,000 印刷用紙、印刷機消耗品、総会関係等

交通費支出 115,000 115,000 0 幹事会出席幹事交通費等

慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係

通信費支出 2,613,000 1,448,000 1,165,000 
総会通知、会報送付、
卒業生状況調査等

印刷費支出 814,000 609,000 205,000 会報、封筒印刷等

会議費支出 517,000 378,000 139,000 総会、幹事会等

渉外費支出 15,000 25,000  △ 10,000 会報原稿執筆謝礼、取材先土産等

業務委託費支出 218,000 306,000  △ 88,000 発送物袋詰作業等

雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 1,050,000 1,050,000 0 学生支援事業（学園祭援助等）

小　　計 5,635,000 4,286,000 1,349,000 

次年度繰越金 85,942,011 74,031,101 11,910,910 

合　　計 91,577,011 78,317,101 13,259,910 

2005年度　常磐大学同窓会決算書
収入の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　考

会費収入 15,980,000 16,000,000  △ 20,000 
新入会員　797名 
既卒者　2名（計799名）

事業収入 135,000 140,000  △ 5,000 
総会　会費　出席者 66名 × @2,000円
　　　託児室利用料 6名 × @　500円

雑収入 573,995 250,000 323,995 預金利息等

小　　計 16,688,995 16,390,000 298,995 

前年度繰越金 61,927,101 61,927,101 0 運用資金（30,000,000円）含む

合　　計 78,616,096 78,317,101 298,995 

支出の部 （単位：円）

項　　目 決算額 予算額 差異額 備　　　　　考

人件費支出 10,000 20,000 △10,000 総会補助　等

消耗品費支出 420 225,000  △ 224,580 託児室ほか総会関係消耗品

交通費支出 50,540 115,000  △ 64,460 
総会来賓
幹事会出席者（学外幹事）交通費

慶弔費支出 0 100,000  △ 100,000 

通信費支出 1,365,130 1,448,000  △ 82,870 総会案内・会報等　郵送料

印刷費支出 594,510 609,000  △ 14,490 総会案内・会報等　印刷費

会議費支出 362,105 378,000  △ 15,895 総会・幹事会　会議費

渉外費支出 2,080 25,000  △ 22,920 会報原稿執筆謝礼

業務委託費支出 130,605 306,000  △ 175,395 発送物（会報）袋詰め作業　委託費

雑費支出 1,575 10,000  △ 8,425 振込手数料

支援事業費支出 632,120 1,050,000  △ 417,880 
Ｑ棟インターネットカフェ用イス・テー
ブル寄贈、学園祭援助

小　　計 3,149,085 4,286,000  △1,136,915 

次年度繰越金 75,467,011 74,031,101 1,435,910 運用資金（50,000,000円）含む

合　　計 78,616,096 78,317,101 298,995 
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大
学
は
一
生
涯
つ
き
あ
え
る
社
会
資
源

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
作
家
と
し
て

も
活
動
さ
れ
て
い
る
人
間
科
学
部
第
五
期

卒
の
景
山（
旧
姓
友
部
）麻
里
子
さ
ん
は「
卒

業
生
が
も
っ
と
来
や
す
く
、
来
た
い
と
思
う

よ
う
な
同
窓
会
を
一
緒
に
考
え
て
い
け
れ
ば

な
と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な

ど
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
卒
業
生
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、
先
生
方
と
も
親
睦
を
深
め
合

い
、有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。（
総

会
・
懇
談
会
の
様
子
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

■発行：常磐大学同窓会
■編集：常磐大学同窓会事務局
　水戸市見和1丁目430－1（常磐大学内）
　電話 029.232.2511（代）

vol.

2006.7.31

E-mail  dosokai@tokiwa.ac.jp         URL  http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/WIND  OF  TOKIWA
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人間科学部
人間科学研究科 教授

森山　哲美
慶応義塾大学大学院社会学研究科心理
学専攻博士課程単位取得満期退学
学位：博士（心理学）　専門：行動分
析学、学習心理学、比較心理学

学 生 支 援
事 業 報 告

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
し
ま
す
。

人
間
科
学
部
の
森
山
哲
美
で
す
。

昭
和
五
十
八
（
一
九
八
三
）
年
に
常

磐
大
学
人
間
科
学
部
の
専
任
講
師
と
し

て
赴
任
し
て
二
十
三
年
が
た
ち
ま
し
た
。

二
十
三
年
と
い
え
ば
、
当
時
こ
の
世
に

生
を
受
け
た
大
方
の
若
者
が
大
学
を
卒

業
し
て
い
る
年
と
な
り
ま
す
。
ま
さ
に「
光

陰
矢
の
如
し
」
で
す
。

そ
の
間
に
私
も
公
私
と
も
ど
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
特
に
私

の
専
門
領
域
で
あ
る
心
理
学
の
研
究
を

と
お
し
て
私
が
学
ん
だ
こ
と
を
こ
の
稿
に

記
し
て
私
の
近
況
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

私
は
学
生
の
と
き
か
ら
動
物
を
対

象
に
し
て
心
理
学
の
実
験
的
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
お
も
な
研
究
課
題

は
ア
ヒ
ル
や
ニ
ワ
ト
リ
の
「
刻
印
づ
け

（im
printing

：
刷
り
込
み
）」
で
す
。

こ
れ
ら
の
動
物
は
、
幼
い
個
体
と
そ
の
母

親
と
の
間
の
愛
着
過
程
を
理
解
す
る
上

で
と
て
も
有
効
な
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。

刻
印
づ
け
の
研
究
か
ら
私
が
学
ん
だ
こ
と

は
、
人
や
動
物
の
心
は
行
動
で
あ
る
と
い
う

こ
と
、
そ
し
て
、
行
動
は
環
境
の
影
響
を

受
け
て
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ら

に
、
私
た
ち
は
普
段
か
ら
「
心
」
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
実
体
の
な
い

架
空
の
概
念
で
あ
っ
て
、
行
動
を
説
明
す

る
力
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
あ

る
若
者
が
恋
人
と
付
き
合
っ
て
い
る
、
そ

の
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
好
き
だ
か
ら
」
と

か
「
気
が
合
う
か
ら
」
と
言
っ
て
、
付
き

合
う
と
い
う
行
動
を
好
き
と
か
気
が
合
う
と

い
う
「
心
」
で
説
明
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。「
か
っ
と
な
っ
た
か
ら
殴
る
」、「
嫌

い
だ
か
ら
食
べ
な
い
」、「
面
白
い
か
ら
読
む
」

な
ど
、
例
を
あ
げ
れ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ

り
ま
せ
ん
。

行
動
を
こ
の
よ
う
に
架
空
の
心
的
概
念

で
説
明
し
て
も
、
私
た
ち
の
生
活
を
変
え

る
こ
と
は
難
し
い
。
重
要
な
の
は
、
か
っ
と

な
る
と
か
、
好
き
、
嫌
い
、
面
白
い
と
い
う

「
心
」
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
行
動
な

も
の
の
あ
わ
れ
を
知
る
心
と

科
学
的
な
も
の
の
見
方
の
育
成

MESSAGE

の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
感
じ
ら

れ
る
の
か
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ

と
だ
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

私
は
、
心
で
行
動
を
説
明
す
る
こ
と
が
い

け
な
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、現
在
の
日
本
人
が
忘
れ
て
い
る「
も

の
の
あ
わ
れ
を
理
解
す
る
心
」、す
な
わ
ち「
情

緒
」
を
育
む
に
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
は
と

て
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
心
理
学
が
科
学
で
あ
る
た
め
に

は
、
そ
し
て
、
若
い
学
生
諸
君
が
そ
の
よ
う

な
心
理
学
を
大
学
で
本
気
で
学
ぶ
た
め
に

は
、
上
で
述
べ
た
よ
う
な
行
動
の
説
明
の

仕
方
を
い
っ
た
ん
や
め
て
、
科
学
的
に
私
た

ち
の
行
動
を
説
明
す
る
営
み
に
挑
戦
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

常
磐
大
学
で

自
分
の
子
供
と

同
じ
世
代
の
学

生
諸
君
と
関
わ

る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の

関
わ
り
に
よ
っ

て
私
は
、
心
理

学
者
と
し
て
、

体
育
会
活
動
報
告（
秋
季
）

☆情報満載の同窓会ホームページも是非ご覧下さい。　　http://www.tokiwa.ac.jp/̃dosokai/

そ
し
て
大
学
の
教
員
と
し
て
ど
の
よ
う

な
研
究
と
教
育
を
行
っ
た
ら
よ
い
の
か
、

そ
の
問
題
の
回
答
を
上
で
述
べ
た
経
験

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常
磐
大
学
の
学
生
諸
君
に
、「
も
の
の

あ
わ
れ
を
知
る
心
」、
そ
し
て
「
行
動
を

科
学
的
に
見
る
心
」
の
両
方
を
育
ん
で

も
ら
い
、
広
い
視
点
か
ら
人
間
を
理
解

す
る
、
そ
の
努
力
を
行
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
働
き
か
け
る
、
そ
れ
が
常
磐
大

学
で
の
私
の
目
標
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
目
標
に
向
け
て
、
同
窓
会
の
皆
様

か
ら
は
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
こ
れ

か
ら
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

祈
念
し
て
こ
の
稿
を
終
わ
ら
せ
ま
す
。

 

■
硬
式
野
球
部

　

部　
　

長
…
波
多
野　
　
　

勝

　

監　
　

督
…
石　

川　

清　

一

　

学
生
代
表
…
小　

林　

泰　

智

　

部
員
数
…
六
十
一
名

○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ

　
（
三
部
中
一
部
）

　
　

常
磐
大
学　

６
ー
１　

作
新
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

４
ー
８　

作
新
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

４
ー
３　

作
新
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

２
ー
８　

白
鴎
大
学

　
　

常
磐
大
学　

３
ー
７　

白
鴎
大
学

　
　

常
磐
大
学　

１
ー
14　

上
武
大
学

　
　

常
磐
大
学　

４
ー
１　

上
武
大
学

　
　

常
磐
大
学　

１
ー
７　

上
武
大
学

　
　

常
磐
大
学　

１
ー
８　

山
梨
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

４
ー
３　

山
梨
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

０
ー
１　

山
梨
学
院
大
学

　
　

常
磐
大
学　

４
ー
５　

平
成
国
際
大
学

　
　

常
磐
大
学　

５
ー
４　

平
成
国
際
大
学

　
　

五
勝
九
敗　

四
位

 

■
剣

道

部

　

部　
　

長
…
上　

見　

幸　

司

　

監　
　

督
…
小　

澤　
　
　

聡

　

学
生
代
表
…
宮　

内　

勇　

二

　

部
員
数
…
男
子
十
三
名
・
女
子
十
二
名

○
男
子　

第
五
十
四
回

　

関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

一
回
戦
敗
退

○
女
子　

第
三
十
一
回
記
念

　

関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

二
回
戦
敗
退

2005
年度

四
月
三
日（
月
）、常
磐
大
学
Ｌ
棟（
学

生
食
堂
隣
り
）
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
常
磐
大
学
店
が
開
店
し
ま
し
た
。

同
店
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
磐
大
学
購

買
部
に
代
わ
り
、
学
生
や
教
職
員
の
利

便
性
向
上
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

同
店
で
は
、
弁
当
、
お
む
す
び
、
デ

ザ
ー
ト
な
ど
の
中
食
、
文
房
具
類
な
ど

を
豊
富
に
取

り
そ
ろ
え
、

時
間
帯
を
問

わ
ず
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ラ
イ

フ
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

ま
た
店
舗

内
に
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）、

各
種
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
の
購
入
が
可
能
なF

am
i

ポ
ー
ト
も

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
二
〇
〇
六
年
度
は
常
磐
短
期

大
学
創
立
四
〇
周
年
に
あ
た
り
、
こ
れ

を
記
念
し
た
周
年
記
念
大
学
グ
ッ
ズ

（
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ク
リ
ア
ー
ケ
ー
ス
等
）

の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

❸
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
常
磐
大
学
店

二
〇
〇
五
年
度
学
生
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
Ｑ
棟
一
階
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
「
ラ
バ
ッ

ツ
ァ
」
へ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ー
ブ

ル
四
台
と
椅
子
十
二
脚
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

昼
食
時
等
、
幅
広
く
学
生
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
四
月
よ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

振
興
学
部
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科
、

地
域
政
策
学
科
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス

学
科
の
三
学
科
体
制
と
な
り
、
Ｌ
棟
学
生

食
堂
の
隣
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
水
戸
に
新
装
開
店
し
た
京

成
百
貨
店
八
階
に
一
時
預
か
り
保
育
の
常

磐
大
学
ナ
ー
サ
リ
ー
「Popo

」
が
開
設
さ

れ
る
な
ど
、
常
磐
大
学
の
様
子
は
刻
々
と

変
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
総
会
後
に
行
な
わ

れ
た
懇
談
会
で
は
、
先
生
か
ら
の
指
名
に
よ

り
元
ゼ
ミ
生
の
近
況
報
告
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
先
生
と
同
窓
生
の
強
い
繋
が
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常
磐
大
学
同
窓
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ

う
な
学
生
時
代
の
友
達
や
恩
師
に
再
会
で

き
る
場
を
提
供
し
続
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
、
常
磐
大
学
同
窓
会
は
創
立

二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
、
常
磐

大
学
同
窓
会
総
会
な
ど
の
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。（
Ｏ
）

編
集
後
記

【
掲
載
文
募
集
】

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上
八
〇
〇
字
程
度
で
お
願

い
し
ま
す
。）
な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
送
付
先
）
〒
三
一
〇
ー
八
五
八
五　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.ac.jp

営業時間
　7：00～22：00

休業日
　日曜・祝祭日
　春期・夏季
　・冬期休校期間

売場面積
　39.38坪（130.19㎡）

ご結婚された方

最近１年間で、同窓会事務局が把握している情報を掲載してい
ます。みなさまの情報提供をお待ちしています。

佐　山　みちるさん
（旧姓　石山）
「人間科学部15期」

大　内　卓　也さん
「人間科学部15期」

おくやみ
鄭　　楽　重 様
「元国際学部教授」
（享年77歳）

○
男
子　

関
東
学
生
剣
道
新
人
戦
大
会

　

一
回
戦
敗
退

○
女
子　

第
三
十
一
回
記
念

　

関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

　

二
回
戦
敗
退

 

■
弓

道

部

　

部　
　

長
…
佐　

藤　
　
　

環

　

学
生
代
表
…
江　

幡　

保　

之

　

部
員
数
…
男
子
六
名
・
女
子
八
名

○
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会

　

秋
季
リ
ー
グ
戦

　

男
子
（
三
部
中
一
部
）

　
　

二
勝
二
敗　

一
部
残
留

　

女
子
（
二
部
中
二
部
）

　
　

三
勝
一
敗　

二
部
残
留

上
記
三
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
今
後
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。


